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芦
小
の
空
き
教
室
利
用

問
　
芦
小
空
き
教
室
の
利
用
に
つ
い
て

伺
う
Ί

　﹁
合
併
を
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
よ
り
、
想
定
し

て
い
た
予
算
よ
り
今
回
も
大
分
多
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り
町

税
収
入
が
2
9
0
0
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
方
交
付
税
は
4
4
0
0
万
円
増
の
６
億
9
5
0
0

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
手
当
や
緊
急
雇
用
創
出
の
た
め
の

国
・
県
支
出
金
が
２
億
9
7
0
0
万
円
と
大
幅
な
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、給
食
調
理
場
関
連
事
業
の
完
了
に
伴
い
、

普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
の
重
点
施
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
﹁
魅
力
・

絆
・
希
望
﹂
を
求
め
た
諸
事
業
の
展
開
と
し
て
、
こ

ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
者
拡
大
や
特
定
健
康
診
査

の
無
料
化
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促
進
策

な
ど
、
き
め
細
か
な
配
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
　
介
護
保
険
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ῴ
ビ
ス

を
月
１
Ό
２
回
予
定
し
て
い
ま
す
Ί
管

理
人
を
１
名
置
い
て
い
ま
す
Ί

学
力
向
上
対
策

問
　
小
中
学
校
生
徒
の
学
力
向
上
対
策

は
ど
う
か
Ί

答
　
緊
急
雇
用
対
策
費
の
活
用
で
Ὶ
小

学
校
は
学
級
支
援
員
を
４
名
か
ら
８
名

に
増
員
し
ま
し
た
Ί
中
学
校
は
支
援
員

を
４
名
雇
用
し
ま
す
Ί

子
ど
も
手
当

問
　
子
ど
も
手
当
の
財
源
は
ど
う
な
ℕ

一
般
会
計

子
ど
も
手
当
に
１
億
6
6
0
0
万
円

緊
急
雇
用
創
出
に
4
9
0
0
万
円
 
48
名
を
予
定
 

ほ
ぼ
前
年
並
み

　
３
月
定
例
議
会
は
Ὶ
平
成
21
年
度
最
終
補
正
予
算
や
新
年
度
予
算
Ὶ
条
例
改
正
な
ど
Ὶ

合
計
22
議
案
を
審
議
し
Ὶ
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
Ί

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

依
存

財
源

56
.2％

自
主

財
源

4
3
.8

％

町税
35.7％

（11億4,453万円）

交付税、その他交付金
26.3％

（8億4,118万円）

国・県支出金
19％

（6億881万円）

町債（借入金）
10.9％

（３億4,716万円）

その他の収入
8.1％

（2億5,832万円）

◆自主財源…町が賄えるお金

◆依存財源…国や県に頼るお金

歳 入

歳 出

商工費1.4％（4,377万円）

民生費民生費30.430.4％
（9億6,9016,901万円）万円）

民生費30.4％
（9億6,901万円）

衛生費9.3％
（2億9,818万円）

農林水産業費2.6％
（8,420万円）

土木費11.7％
（３億7,500万円）

予備費ほか0.3％
（1,001万円）

議会費1.6％
（5,271万円）

消防費5.5％
（１億7,679万円）

教育費教育費11.411.4％
（３億（３億6,4656,465万円）万円）

教育費11.4％
（３億6,465万円）

公債費公債費1010％
（３億（３億2,0982,098万円）万円）

公債費10％
（３億2,098万円）

総務費総務費
15.815.8％

（５億（５億470470万円）万円）

総務費
15.8％

（５億470万円）

道の駅全景

一
般
会
計
予
算
の
特
徴

こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
者
拡
大
な
ど
、

き
め
細
か
な
配
分
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

お
い
て
高
い
予
算
額
の
数
値
を
示
し
て
お
り
、
両
会
計

と
も
予
防
医
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

若
干
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
下
水
道
特
別
会
計
は
、
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
年
々
給
水
収
益
が
減
少
す
る
中

で
の
運
営
と
な
り
ま
す
。
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

老
朽
石
綿
管
の
布
設
替
え
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
大
幅

な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。国の悪政が歯止めとなり、板ばさみになっている

　町執行部が福祉の増進のため、行政サービスの向

上を目指す真摯な努力は評価しますが、国の悪政が

歯止めとなり、板ばさみとなっている状況です。

　個々に言えば、人口増、高齢者対策、町おこし、

治山治水、地産地消、耕作放棄地などに資する具

体策に乏しく、時には勇気が必要です。そして、国

民健康保険税、介護保険料などの負担増に町民は

悲鳴を上げているのが現状です。

　しかし、日々の生活は待ったなしです。国の施

策を国民本位に変えるため、立場立場で改善の声

を出し、他自治体とも力を合わせ、福祉の増進の

ためにお互いが行動することを訴え、反対討論と

します。

　

大野 雄

期待の持たれる編成

　一般会計の予算は、景気の低迷する中、前年度比

1.1％減の32億円が計上されました。また、重点施

策として「第５次総合振興計画」を着実に実現して

いくための土台固めを念頭に、「魅力を高めるまち

づくり」「絆を深めるまちづくり」「希望に充ちたま

ちづくり」の３つの重点施策を掲げ、観光資源であ

る道の駅周辺や、武甲山の登山道整備、また、こど

も医療費の助成を中学３年生まで拡大しています。

　さらに従来からの実施事業である住宅用太陽光発

電システム設置費補助事業、耐震改修補助事業が追

加されたこと等、期待の持たれる編成がされている

と思います。執行部の努力に感謝申し上げ、賛成討

論とします。

　

町田勇佐久

平成22年度 当初予算の規模
歳 出 分

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

下 水 道 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計（収益的収支）

〃 （資本的収支）

予 算 額 

32 億円

９億7,960万円

５億8,218万円

8,769万円

25万円

２億4,711万円

２億3,263万円

前年度増減額

▲3,500万円

▲2,489万円

489万円

 108万円

0円

▲１億3,606万円

▲508万円

6,092万円 ▲7,364万円

増減率

▲1.1％

▲2.5％

0.8％

1.2％

0％

▲35.5％

▲2.1％

▲54.7％

特
別
会
計

（単位：万円、未満切り捨て）

て
い
る
か
Ί

答
　
国
と
県
か
ら
１
億
4
8
4
6
万
円
Ὶ

町
の
負
担
は
１
８
５
０
万
円
で
す
Ί
対

象
者
は
1
2
8
0
人
で
す
Ί

水
道
組
合

問
　
芦
嵂
久
保
赤
谷
水
道
組
合
は
Ὶ
町

営
水
道
に
す
る
の
か
Ί

答
　
町
営
化
す
る
に
は
Ὶ
給
水
区
域
の

認
可
変
更
や
Ὶ
統
合
簡
易
水
道
施
設
整

備
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
Ί

　
今
年
度
は
Ὶ
そ
の
た
め
の
作
業
を
委

託
し
Ὶ
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
Ί

有
害
鳥
獣
調
査

問
　
有
害
鳥
獣
調
査
委
託
に
つ
い
て
伺
う
Ί

答
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況
の
確

認
や
Ὶ
サ
ル
な
ど
の
出
没
ル
ῴ
ト
の
解

明
な
ど
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
ま
す
Ί

交
付
金

問
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交

付
金
に
つ
い
て
伺
う
Ί

答
　
協
定
を
結
ん
で
い
る
寺
坂
・
後
田
・

芦
嵂
久
保
地
区
で
Ὶ
草
刈
り
や
農
道
な

ど
の
整
備
Ὶ
農
機
具
や
花
苗
の
購
入
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
Ί

雇
用
対
策

問
　
緊
急
雇
用
対
策
の
総
予
算
は
ど
れ

く
ら
い
か
Ί

答
　
4
9
2
1
万
2
0
0
0
円
で
48
名

分
で
す
Ί

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

問
　
国
の
補
助
率
が
低
い
よ
う
だ
が
Ί

答
　
こ
の
た
め
Ὶ
他
市
町
で
も
財
源
が

ひ
ℕ
ぱ
く
し
て
い
ま
す
Ί

後
期
高
齢
者
医
療

問
　
保
険
料
率
の
値
下
げ
の
理
由
は
何

か
Ί

答
　
平
成
20
年
Ὶ
21
年
の
剰
余
金
を
Ὶ
平

成
22
年
Ὶ
23
年
の
保
険
料
に
反
映
さ
せ

た
た
め
で
す
Ί

一般会計、国民健康保険、介護保険、
後期高齢者医療の各当初予算に対する討論

特
別
会
計
予
算
の
特
徴

予
防
医
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
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子ども手当

問　子ども手当の国からの指示と方向性は。

答　４月からスタートとなり、中学までの 1,200 人

くらいが対象です。

公用車購入の考え方

問　公用車・自動車購入の基本的な考え方は。

答　購入には基準があり、ϱ10年経過した車、ϲ走行

距離10万キロ以上、ϳエンジントラブルが絶えない、

を条件としています。グレードは最低のものとします

が、町長車、消防車、給食配送車は除くとしています。

横中の学力向上支援事業

問　横中の学力向上支援事業で英語指導助手委託料

が減っているのはなぜか。

答　新学習指導要領の改訂のため、英語指導時間が

年間 20 日間減ったことによるものです。

チャイルドシート

問　チャイルドシート購入の補助申請は何件か。

答　平成21年18件、20年16件、19年は27件です。

道路反射鏡

問　道路反射鏡予算が減額となっているのはなぜか。

答　当初は５基分みていたが、要望は３基でした。

今後、曇らないカーブミラーも考慮していきます。

　平成19年6月22日、「新田橋への歩道設置につい

て」の陳情が第５区長ほか8名より出されました。

陳情の内容

住民、児童の利用がある中で、大型車の通行や観光

の時期などは大変危険であるため。

平成19年6月定例会

平成19年９月定例会　陳情を採択

　平成21年度補正予算により「国の地域活性化・

きめ細かな臨時交付金」補助を利用した7,723万

8,000円が提案され、可決しました。

　平成22年度の早い時期に事業が開始されます。
　メンテナンスなど後年度に負担がかからない工

法で実施します。

平成22年３月定例会

役場トイレ

問　役場トイレ改装の中身は。

答　１階に洋式トイレを設置しまし

たが、２・３階は未設置なので、同様

に設置したい。国の交付金を超えな

い範囲としました。

新婚家庭への家賃補助

問　新婚家庭への家賃補助の実績はどうか。

答　平成21年15件、20年17件、19年21件です。

今後とも啓発していきたい。

成人検診等

問　成人検診、新型インフルエンザ予防接種費用軽

減事業、妊婦健康診査などで減額があるがなぜか。

答　減額理由としては、昨年度実績などを参考にし

て、ある程度余裕を持って予算計上していること。

　また、成人検診などの受診者が予測よりも少な

かったことなどが挙げられます。

管外保育料

問　管外保育料はなぜ減額になったのか。

答　管外保育料があると町の負担が増え

ます。町保育所の充実に努めた結果だと

思います。

一般質問
平成21年度補正予算

町道９号線町道９号線 新田橋新田橋へのへの歩道設置歩道設置が決定決定町道９号線町道９号線 新田橋新田橋へのへの歩道設置歩道設置が決定決定町道９号線 新田橋への歩道設置が決定
陳情が実る

通行どめや河川の
流れに支障が出な
いように、事業を
実施します
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スクールバス２路線は順調に運行

　昨年３月の横小への統合に伴い、スクールバスを運行してい

ます。２路線とも順調に運行されています。

役場の窓口業務延長日の利用状況

　税務課、いきいき町民課、出納室業務は、毎週火・木曜日に

職員は時差出勤して対応しています。

　利用者は決して多いほうではありませんが、住民サービスの

一貫として行なっています。

諸証事務等の休日業務取り扱いについて

　事前に依頼手続があったものについては、休日当直の窓口職

員が対応し、滞りなく行なわれています。

中学生海外派遣事業を了承

　「平成 22 年度中学生海外派遣事業案」が提示され、委員会と

して了承しました。

《２月臨時会》

■人事

・横瀬町固定資産評価審査委員会委
員に加藤元弘氏を選任（選任に同意）

　２月６日で任期満了となるため

・横瀬町農業委員会委員に鈴木紋子
氏・村越通子氏を推薦（推薦に同意）

　２月10日で任期満了となるため

以上、可決

《３月定例会》

■条例の改正

・横瀬町学校給食調理場条例

■条例の一部改正

・横瀬町行政組織条例

・横瀬町議会の議決すべき事件に関
する条例

・横瀬町議会の議員その他非常勤の
職員の公務災害補償等に関する条
例

・横瀬町職員の給与に関する条例及
び横瀬町職員の勤務時間、休日及
び休暇に関する条例

・横瀬町健康長寿祝金支給条例

■平成21年度補正予算

・一般会計ほか５つの会計

■平成22年度予算

・一般会計ほか６つの会計

■規約の変更

・ちちぶ定住自立圏形成協定書の変
更について

■協定の変更

・横瀬町特定環境保全公共下水道根幹

的施設の建設工事委託に関する基本

協定の変更協定の締結について

　施工箇所 大字横瀬6190番地

　委託金額 変更前３億3,000万円

変更後２億6,109万円

　受　託　者 日本下水道事業団

　（積算単価の入れかえ等のため）

■人事

・横瀬町固定資産評価審査委員会委
員に竹内功氏を選任（選任に同意）

　３月31日で任期満了となるため

以上、可決

提出議案と審議結果

委 員 会 報 告

下水道供用開始から今後の事業について

　平成19年度の第１供用開始区域から平成21年度の第３供用

開始区域までの接続戸数は535戸、水洗化人口は1,592人、接

続率は全体でおよそ82％です。「今後も計画目標年次（平成27

年度）まで供用開始区域を拡張し、下水道の水洗化を図ってい

く」とのことでした。

「オープンガーデンよこぜ」の宣伝活動を行なう予定

　平成 21 年６月に正式オープンした「オープンガーデンよこ

ぜ」は、住民の方々がボランティアで参加する個人庭園です。

　観光協会が主体となり、町の支援を受けながら、花による観

光地づくりの一環として事業を進めていくもので、現在 68 戸

の会員数です。

　今後は「オープンガーデンよこぜ」の宣伝活動やガイドブッ

クの作成、県内オープンガーデンとの交流会等に取り組んでい

くとのことです。

　
昨
年
Ὶ
秩
父
市
と
締
結
し
た
‎
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
６
項
目
‏
に
新
た
に

９
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
に
総
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
Ί
追
加
項
目
の
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
す
Ί

１.
生
活
機
能
の
強
化

ϱ
医
師
・
医
療
ス
タ
兊
フ
の
確
保
及
び

負
担
軽
減
Ὶ
ϲ
住
民
を
対
象
と
し
た
保

健
福
祉
事
業
の
充
実
Ὶ
ϳ
子
育
て
支
援

及
び
児
童
福
祉
の
充
実
Ὶ
ϴ
保
護
者
の

学
習
に
関
す
る
事
業
の
充
実
Ὶ
ϵ
圏
域

内
企
業
の
支
援
体
制
の
充
実
Ὶ
϶
有
害

鳥
獣
対
策
の
推
進
Ὶ
Ϸ
ち
ち
ぶ
環
境
保

全
の
推
進

2.
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

ϱ
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通

の
推
進
Ὶ
ϲ
交
流
及
び
移
住
促
進
事
業

の
実
施

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
書

新
た
に
９
項
目
を
追
加
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一般質問一般質問

問
　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
基
本

構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。

　
今
年
は
そ
の
初
年
度
に
当
た
る

が
、
具
体
的
に
計
画
を
推
進
す
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ど
の
よ
う
な
決
意
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
具
体
的
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
上
で
、
職
員
の
占
め

る
割
合
は
相
当
大
き
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
活
路
を
切

り
開
い
て
い
く
の
か
。

答
　
副
町
長
　
第
５
次
総
合
振
興

計
画
は
、
将
来
像
を
﹁
緑
と
風
が

奏
で
る
　
こ
こ
ろ
和
む
ま
ち
﹂
と

し
て
お
り
、
町
の
貴
重
な
財
産
で

若林スミ子議員

今
後
も
継
続
的
に
早
期
実
現
を

県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す

残土処分場

町
の
残
土
処
分
場
護
岸
整
備
の

将
来
像
は

あ
る
自
然
と
文
化
を
守
り
、
町
と

町
民
の
方
々
が
一
体
と
な
り
、
町

の
魅
力
を
高
め
、
元
気
が
あ
っ
て

住
み
や
す
い
町
を
つ
く
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
の
財
政
基
盤
も
行
財
政
改
革

を
進
め
た
結
果
、
実
質
公
債
費
比

率
や
将
来
負
担
比
率
が
低
下
す
る

な
ど
、
財
政
の
健
全
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
国
の

緊
急
経
済
対
策

に
よ
り
、
横
瀬

中
学
校
の
校
舎

の
耐
震
化
や
大

規

模

改

修

工

事
・
新
田
橋
の
歩

道
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
的
な
地
域
づ
く
り

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
健
康
づ
く

り
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
に
職
員
を

問
　
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

公
共
下
水
道
へ
の
加
入
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
上
下
水
道
課
長
　
平
成
19
年

３
月
28
日
供
用
開
始
以
来
、
66
・
24

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
供
用
開
始
し
て
お

り
、
水
洗
化
率
は
78
・
３
％
と
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
未
整
備
区
域
の
整
備
・

拡
充
に
向
け
、
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
加
入
工
事
業
者
の
残
土
処
分

場
へ
の
搬
入
状
況
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答
　
建
設
課
長
　
予
定
よ
り
多
い

累
積
搬
入
数
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
個
人
の
下
水
道
加
入
工
事

残
土
だ
け
で
は
な
く
、
町
等
の
大

量
に
残
土
が
発
生
す
る
公
共
工
事

が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

問
　
町
の
残
土
処
分
場
護
岸
整
備

の
将
来
像
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

答
　
建
設
課
長
　
残
土
堆
積
が
進

ん
で
き
た
た
め
、
今
後
も
継
続
的

に
護
岸
整
備
の
早
期
実
現
を
県
へ

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
堤
防
の
上
に
桜
や
花
桃
の
樹

木
を
植
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

答
　
建
設
課
長
　
リ
バ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
で
河
川
清
掃
や
草
花
を
植

え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
樹
木

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
温
暖
化
対
策

問
　
身
近
で
で
き
る
温
暖
化
防
止

策
に
つ
い
て
、
庁
舎
や
学
校
、
個
人

重
点
的
に
配
置
す
る
ほ
か
、
国
の

緊
急
雇
用
対
策
費
を
大
幅
に
増
額

し
て
臨
時
職
員
を
雇
用
し
て
対
応

し
ま
す
。

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

若林清平議員

魅
力
あ
る
町
を
目
指
す

将来展望

17 区町残土処分場
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一般質問

企
業
の
仕
事
内
容
に
リ
ス
ク
が
伴

う
場
合
の
対
処
は

藤澤治美議員

適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す

産業振興

所
得
税
・
住
民
税
の
扶
養
控
除

廃
止
に
伴
う
影
響
は

大野 雄議員

控
除
廃
止
に
よ
り
、
増
税
に
な
る

も
の
が
出
て
き
ま
す

子ども手当
問
　
子
ど
も
手
当
創
設
は
評
価
で

き
る
が
、
所
得
税
・
住
民
税
の
扶

養
控
除
廃
止
に
伴
い
、
増
税
等
、
全

般
的
な
影
響
は
ど
う
か
。

答
　
税
務
課
長
・
参
事
　
子
ど
も

手
当
は
0
歳
〜
15
歳
が
対
象
で
、

平
成
22
年
度
は
半
額
の
１
万
3
0

0
0
円
の
支
給
と
な
り
、
満
額
支

給
に
な
り
ま
す
と
、
児
童
手
当
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
横
瀬
町
で
平
成

21
年
度
、
扶
養
控
除
、
特
定
扶
養

控
除
を
受
け
た
人
は
計

1
2
1
8
人
で

す
。
控
除
が
廃

止
さ
れ
る
と

課
税
所
得
が

増
加
し
ま
す
の
で
、
増
税
と
な

る
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
保
育
料
、
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
、
公
営
住
宅
制

度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
35
の
制
度
に
関
係
し
ま
す
。

問
　
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
払

い
を
解
消
し
、
安
心
し
て
病
院

に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
　
い
き
い
き
町
民
課
長
　
窓

口
払
い
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
り
、
今
の
制
度
で

事
足
り
て
い
る
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
。
町
と
し
て
、
医
師
会

へ
の
働
き
か
け
は
今
の
と
こ
ろ

し
て
い
ま
せ
ん
。
県
内
各
自
治
体

の
動
向
は
、
約
４
割
が
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

◆
教
育
相
談

問
　
町
に
お
い
て
教
育
相
談
が
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
学
校
で

は
ど
う
か
。

◆
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

問
　
５
市
町
で
設
立
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
地
域
固
有

の
地
理
、
地
質
、
生
態
系
等
、
貴
重

な
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

を
図
る
た
め
、
認
定
を
受
け
る
も

の
で
す
。

答
　
副
町
長
　
当
町
の
貴
重
な
資

源
と
し
て
武
甲
山
も
あ
り
、
慎
重

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

等
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
に

よ
り
温
暖
化
防
止
を
実
施
し
て
い

る
が
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
事
業

参
加
者
の
方
々
に
も
働
き
か
け
、

町
の
ア
ピ
ー
ル
事
業
に
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
　
振
興
課
長
　
観
光
協
会
を
中

問
　
産
業
振
興
の
面
か
ら
企
業
さ

ん
の
仕
事
内
容
に
リ
ス
ク
が
伴
う

場
合
、
ど
う
対
処
す
る
か
。

答
　
振
興
課
長
　
産
業
廃
棄
物
等

の
場
合
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
、
地
域
の
安
全
が
守
ら
れ
る
よ

う
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
ま

す
。

答
　
町
長
　
法
治
国
家
で
す
の
で

住
民
に
被
害
が
及
ぶ
も
の
は
受
け

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
耕
作
放
棄
地

問
　
耕
作
放
棄
地
を
学
校
給
食
用

の
野
菜
生
産
農
地
と
し
て
５
市
町

で
企
業
化
で
き
な
い
か
。

答
　
振
興
課
長
　
地
元
野
菜
は
一

部
学
校
給
食
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
を
通
じ
、
無
駄
の

な
い
利
用
法
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

◆
当
町
の
事
業
仕
分
け

問
　
当
町
の
事
業
仕
分
け
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
総
合
振
興

計
画
、
予
算
査
定
、
行
政
評
価
制
度

を
利
用
し
て
仕
分
け
、
経
費
の
節
減

を
図
る
な
ど
、﹁
集
中
と
選
択
﹂
で

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

心
に
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
公
共
的
施
設
で
の
実
施
を

お
願
い
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

温
暖
化
防
止
の
意
識
を
持
つ
こ
と

は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

答
　
教
育
長
　
相
談
は
、
教
育
委

員
会
、
学
校
で
行
な
い
、
さ
わ
や
か

相
談
員
、
教
育
相
談
員
を
置
く
な

ど
、
充
実
に
努
め
、
昨
年
は
延
べ
１

１
６
５
人
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
質
問
　
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て

◆
高
校
授
業
料
の
無
償
化

問
　
高
校
授
業
料
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
伺
う
。

答
　
教
育
長
　
無
償
化
で
き
れ
ば
、

画
期
的
な
こ
と
で
す
。
順
序
と
し

て
給
食
費
を
無
料
に
し
て
く
れ
た

ほ
う
が
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
中
卒

で
職
に
つ
き
た
い
生
徒
も
い
ま
す
。

横瀬町のシンボル武甲山。冠雪の朝の佇まい

ジオパークとは…地質や地理など、ありのままを整備した地質公園用 語 解 説
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今
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算
を
可
決

し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
な
暮
ら
し
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
・
教
育
・

福
祉
等
、
町
財
政
の
有
効
的
な
運
用
に
努

力
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
任
期
満
了
に
伴
う
議

会
推
薦
で
、
住
民
の
方
か
ら
２
名
の
女
性

委
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
町
の
農
業
政
策

に
女
性
の
視
点
か
ら
の
活
力
あ
る
農
業
振

興
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の
改
善
に
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
希
望
が

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
議
員
も
任
期
最
終
の
一
年
間
と
な
り
、

一
層
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
住
民
の

皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
る
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一
同
、
ま
す
ま

す
紙
面
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。︵
W
︶

委　員　長 藤澤　治美

副委員長　若林スミ子

委　　員　新井　勝之

委　　員　大野　 雄

委　　員　  町田勇佐久

委　　員　大野　　守

議会だより編集委員会

平成21年度 人権標語特選作品
人権部門

ごめんなさい　すなおにつたえて　なかなおり

　　　　　　　　　横田晃一（横小２年）

育てよう　いやだといえる　小さなゆう気

　　　　　　　　　中里歩優（横小３年）

かなしいね　いじめするのも　されるのも

　　　　　　　　　豊永和也（横中１年）

勇気ある　君の心に　感謝状

　　　　　　　　　大島美奈（一般）

12月
03 日 秩父夜祭観光祭懇談会祝い金 5,000 円
13 日 小鹿野町・飯田鉄砲まつり「観光懇談会」会費 2,000 円
17 日 秩父地方報道連盟主催年末懇談会会費 10,000 円
18 日 横瀬町消防団役員忘年会会費 7,000 円
21 日 2009 年年末救援統一募金 賛助金 3,000 円
22 日 秩父地域議長会定例会及び懇親会会費

（副議長含む） 10,000 円
30 日 弔意 元議員葬儀御見舞・香典 10,000 円

01月
06 日 秩父商工会議所平成 22 年新年初顔合わせの会会費

（６名含む） 7,000 円
07 日 秩父消防本部消防出初式に伴う直会会費

（３名含む） 20,000 円
25 日横瀬町観光協会新年会会費 3,000 円
26 日弔意 農業委員葬儀香典 5,000 円
29 日秩父青年会議所新年会会費 6,000 円

02月
05 日 弔慰 元議員葬儀花輪代 5,000 円
18 日横瀬町消防団、横瀬町消防支援隊の交流会会費

7,000 円

04月
09 日 弔慰 議会事務局長実父葬儀香典 5,000 円
12 日秩父市長選挙当選祝い金 10,000 円
18 日小鹿野春まつり観光懇談会会費 3,000 円
21 日弔慰 現職議員実母葬儀香典 5,000 円
22 日横瀬町老人クラブ連合会総会祝い金 3,000 円
27 日横瀬町消防団歓送迎会会費 5,000 円

05月
15 日弔慰 議会事務局長実父葬儀花輪代 5,000 円
  〃 武甲鉱業鉱山保安式典終了後懇親会会費 3,000 円
19 日弔慰 現職議員義父葬儀御見舞・香典 10,000 円
28 日 横瀬町シルバー人材センター定期総会祝い金 3,000 円
 〃 横瀬町商業連盟総会後懇親会会費 2,000 円

06月
05 日 弔慰 現職議員実母・現職議員義父葬儀花輪代10,000 円
09 日 秩父商工会議所平成 21 年度通常議員総会・懇親会

会費（副議長含む） 10,000 円
15 日「オープンガーデンよこぜ」オープンセレモニー及

び祝賀会会費 3,000 円

07月
07 日 長瀞町長選挙当選祝い金 10,000 円
08 日 2009 原水爆禁止国民平和大行進賛助金 3,000 円
09 日 秩父郡市叙勲者連合会懇親会会費 5,000 円
14 日広域秩父産業連携フォーラム「FIND Chichibu」

記念講演会会費 1,000 円

08月
01 日 川西納涼大会祝い金 3,000 円
07 日 横瀬観光ぶどう組合開園式祝い金 3,000 円
08 日 川東大納涼大会祝い金 3,000 円
14 日秩父音頭まつり祝い金 5,000 円
15 日長瀞船玉まつり祝い金 5,000 円
31 日衆議院議員選挙当選祝い金 10,000 円

10月
10 日 埼玉県職員秩父会定期総会及び懇親会会費 5,000 円
11 日小鹿野町長選挙当選祝い金 10,000 円
12 日秩父ロータリークラブ創立 45 周年記念式典祝い金

5,000 円
25 日奥秩父大滝紅葉まつり会費 2,000 円

11月
16 日 横瀬町老人クラブ連合会米寿・喜寿祝賀会祝い金 3,000 円
28 日菊花展覧会表彰式祝い金 3,000 円
30 日埼玉県町村議会議長会役員会・懇談会会費 8,000 円

45件、合計26万1,000円

を支出（平成21年４月〜22年３月）

ブコーさん


